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東
京
都
引
揚
寮
（
稲
城
寮
、
世
田
谷
郷
、
赤
羽
郷
、
三
鷹
寮
、
保
谷
寮
、
吉
祥
寺
寮
、
立
川
寮
、
第
三
世
田
谷

寮
、
品
川
寮
、
調
布
寮
な
ど
七
十
一
寮
）
に
は
、
現
在
な
お
四
千
数
百
世
帯
、
一
万
数
千
名
が
住
居
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
引
揚
寮
は
、
兵
営
又
は
仮
設
工
場
な
ど
を
利
用
し
、
終
戦
直
後
応
急
的
に
改
造
し
た
も
の
で
、
住
宅
と
し

て
は
き
わ
め
て
不
完
全
で
あ
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
東
京
都
で
は
部
分
的
に
補
修
を
し
て
き
た
が
、
予
算
乏
し
く
、
破
損
度
に
と
う
て
い
追
い
つ
け

な
い
。
し
た
が
つ
て
、
現
在
雨
は
も
り
、
床
は
落
ち
、
倒
壊
寸
前
に
あ
る
寮
も
あ
り
、
電
線
は
裸
と
な
り
出
火
の

お
そ
れ
も
多
く
、
非
常
階
段
は
有
事
の
際
人
命
の
保
証
が
で
き
ず
、
下
水
道
は
不
完
全
な
い
し
皆
無
で
ど
ろ
沼
と

な
り
、
悪
臭
ひ
ど
く
、
伝
染
病
発
生
の
原
因
と
な
つ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
緊
急
整
備
を
要
す
る
惨
状
で
あ
る
。
こ

れ
ら
居
住
者
は
都
に
対
し
寮
補
修
を
陳
情
し
て
き
た
が
、
都
で
は
寮
の
補
修
に
対
す
る
国
庫
補
助
打
切
り
の
た
め

都
費
だ
け
で
は
補
償
困
難
と
の
こ
と
で
あ
る
。 
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四 

引
揚
者
の
集
団
収
容
施
設
は
、
当
然
国
家
の
責
任
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
措

置
す
る
つ
も
り
か
伺
い
た
い
。 

あ
る
い
は
、
政
府
の
金
看
板
で
あ
る
住
宅
建
設
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ら
居
住
者
に
疎
開
住
宅
を
提
供
す
る
計

画
あ
り
や
、
あ
わ
せ
て
答
弁
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


